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　１月下旬、市内においてひったくり被害が２件
ありました。いずれも被害者は女性でした。１件
目は自転車で近づき、被害者が手に持っていた手
提げバッグをひったくる手口。２件目は自転車に
乗っていた女性に道を尋ね、その隙を狙って前カ
ゴからバッグをとる手口でした。ひったくりに遭
わないため、次のことに気をつけましょう。
①道路を歩くとき車道側には荷物を持たない
②肩かけタイプのバッグはたすきがけにする
③夜間は明るいところを通行する
④自転車は、前カゴに防犯ネットをとりつけ、
　カゴに貴重品を入れない
⑤背後からくるバイクや自転車に注意する
　ひったくりの被害者は９割以上が女性です。特
に中高年以上の女性が被害に遭いやすく、ひった
くり犯にバッグをとられる際に転倒したり引きず
られたりすることでケガをすることもあります。
　まずは、狙われにくいように日ごろから防犯対
策を心掛け、被害に遭わないようにしましょう。

地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所市民協働推進課　安全・安心対策室　内線135

防犯 防犯指導員が
制服でパトロール！

市内でひったくり事件発生！！
ひったくり・ケガの二重の被害に遭うことも⁉

　市では犯罪抑止のため、警察官ＯＢの防犯指導
員が青色防犯パトロール車による巡回活動をし
ています。また、防犯指導員は、市内各駅での重
点的な立哨活動も行い、多数の市民が利用する駅
の安全のために警戒を続けています。
　このたび、昨年 12 月 17 日に取手駅前の路線バ
ス車内で刃物を持った男が複数の人に切りつける
事件を受け、防犯指導員の制服着用を始めました。
　制服を着用することで、外見的な安心感や犯罪
の抑止効果等を狙ってい
ます（警察官の制服と似
ているが、帽子・ベスト
等が異なる）。この制服
姿で登下校時の学校周辺
の警戒、徒歩による住宅
地内のパトロール等で市
内全域をまわり、市の安
全・安心のために引き続
き活動していきます。 ▲制服着用の防犯指導員

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
３
月
16
日
㈬

▽
時
間

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
会
場

　
ア
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
守
谷
店

◎
３
月
18
日
㈮

▽
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
３
時
30
分

　（
昼
休
み
時
間
帯
も
実
施
）

▽
会
場

　
市
役
所
大
会
議
室

▽
協
賛

・
守
谷
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
㈳
竜
ヶ
崎
法
人
会
守
谷
地
区
会

●
問
合
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
48
︱
６
０
０
０

※�

２
月
末
ま
で
は
、「
は
た
ち

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
（
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
　

http://
ibaraki.bc.jrc.or.jp/

）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

広報

おしらせ版
Public Information MORIYA

守谷市の交通事故発生状況（１月）　　件数24件　　死者数0人　　負傷者数32人

輸血を必要として
いる方がいます

献血
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地
域
▼
調
査
業
者
　
㈱
日
水
コ

ン
茨
城
事
務
所

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
事
務
所

業
務
Ｇ
　
☎
48
¦
１
８
４
２

　
認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
耳
を
傾
け
る
場
で
す
。

▼
日
時
　
３
月
９
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
※
受
付
は
午
後

１
時
〜
▼
会
場
　
市
役
所
和
室

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
内
線
１
７
７

☎
45
¦
１
７
４
４
（
直
通
）

税
状
況
調
査
同
意
書
な
ど
の
書

類
を
添
え
て
、
３
月
１
日
㈫
〜

31
日
㈭
に
提
出
す
る

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所

財
政
課
　
管
財
契
約
Ｇ
　

内
線
２
１
５

　
給
水
管
布
設
替
え
工
事
設
計

の
た
め
の
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
で
は
、
給
水
管
の

管
種
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

位
置
確
認
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
す
る
者
は
、
市

が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
の

必
要
な
方
は
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
調

査
業
者
が
使
用
者
の
皆
さ
ん
に

費
用
を
請
求
し
た
り
、
水
道
管

等
の
修
理
を
す
す
め
た
り
、
工

事
を
請
け
負
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
業
務
名
　
Ｈ
22
上
水
設
計
第

３
号
委
託
▼
調
査
期
間
　
７
月

31
日
㈰
ま
で
▼
対
象
地
区
　
御

所
ケ
丘
一
〜
四
丁
目
、
久
保
ケ

丘
一
丁
目
、
薬
師
台
三
丁
目
の

全
域
／
薬
師
台
二
丁
目
の
一
部

現
地
調
査
に
ご
協
力
を
!!

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

お知らせ・開催

▼
対
象
　
小
規
模
な
建
設
工
事

や
修
繕
な
ど
で
、
内
容
が
軽
易

か
つ
履
行
の
確
保
が
安
易
な
も

の
※
１
件
１
３
０
万
円
未
満

▼
種
類
　
土
木
、
建
築
一
式
、

大
工
、
左
官
、
と
び
・
土
工
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
、
屋
根
、

電
気
、
管
、
タ
イ
ル
・
レ
ン
ガ

ブ
ロ
ッ
ク
、
鋼
構
造
物
、
鉄
筋
、

板
金
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装
、
防
水
、

内
装
仕
上
、
機
械
器
具
設
置
、

電
気
通
信
、
造
園
、
建
具
、
消

防
施
設
※
登
録
は
３
種
類
以
内

▼
登
録
で
き
る
方
　
市
内
に
主

た
る
事
務
所
（
本
店
）
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
住
所
を
有
す
る

個
人
で
、
建
設
業
な
ど
を
営
む

方
※
建
設
業
許
可
の
有
無
、
経

営
組
織
、
従
業
員
数
は
不
問

▼
登
録
で
き
な
い
方
　
成
年
被

後
見
人
・
被
保
佐
人
ま
た
は
被

補
助
人
、
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
登
録
者
、
必
要
な
資
格
・
免

許
を
有
し
て
い
な
い
方
、
市
税

滞
納
の
あ
る
方
▼
有
効
期
間
　

５
月
１
日
〜
平
成
25
年
４
月
30

日
▼
申
込
方
法
　
申
込
書
（
財

政
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
な
資
格
・
免
許

の
証
明
書
類
の
写
し
、
市
税
納

平
成
23
・
24
年
度
小
規
模

工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

開
　
　
催
 

　
市
内
で
は
、
平
成
22
年
に
11

件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
気

を
つ
け
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ

た
と
い
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、
万
が
一
火

災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

火
災
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ

に
１
１
９
番
へ
通
報
す
る
！

→�

住
所
・
目
標
物
、
燃
え
て
い

る
物
、
ど
の
く
ら
い
燃
え
て

い
る
か
、
名
前
、
通
報
し
て

い
る
電
話
の
番
号
な
ど

▼�

消
防
車
到
着
ま
で
は
、
消
火

器
や
水
バ
ケ
ツ
等
を
使
用
し

て
初
期
消
火
を
行
う
！

→�

炎
に
か
け
て
も
消
え
な
い
の

で
、
燃
え
て
い
る
物
に
直
接

か
け
る
（
た
だ
し
、
天
ぷ
ら

油
に
水
は
か
け
な
い
こ
と
）

▼�

初
期
消
火
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
は
直
ち
に
避
難
す
る
！

→�

一
般
的
に
天
井
ま
で
燃
え
広

が
る
と
消
火
は
困
難

◎
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
絶
対
に
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

→
火
災
の
主
な
原
因

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

物
か
ら
離
し
て
使
用
す
る

→�

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
等

を
干
さ
な
い

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

→
短
時
間
で
も
油
断
し
な
い

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

→
寝
室
・
階
段
は
義
務
設
置

②�

寝
具
・
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る

→
防
炎
製
品
で
も
油
断
し
な
い

③�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
し

と
め
る
た
め
、
住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る

→
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

④�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
を
守
る
た
め
、
隣
近
所

と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

→
避
難
に
は
人
手
が
必
要

「
消
し
た
か
な
」 

あ
な
た
を
守
る

　
合
言
葉

「
消
し
た
か
な
」 

あ
な
た
を
守
る

　
合
言
葉

「
消
し
た
か
な
」 

あ
な
た
を
守
る

　
合
言
葉

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　３
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　３
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

●
問
合
先

　守
谷
消
防
署

　☎

　

-

０
１
１
９

　
　
　
　
　南
守
谷
出
張
所

　☎

　

-

０
１
１
９

2046

平成 22年度茨城県

統計功労者表彰
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お
知
ら
せ
 

お知らせ

　
市
で
は
、
地
域
住
民
と
行
政

と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ

た
方
を
連
絡
員
（
区
長
）
と
し

て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
毎
年
度

当
初
に
は
説
明
会
を
開
催
し
、

市
政
運
営
に
関
す
る
説
明
等
を

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
の
説
明

会
は
、
４
月
16
日
㈯
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
自
治
会
・
町
内
会

と
の
業
務
委
託
契
約
に
よ
り
、

市
か
ら
各
自
治
会
・
町
内
会
へ

次
の
よ
う
な
業
務
を
委
託
し
て

い
ま
す
。

⑴�

町
内
会
・
自
治
会
か
ら
市
へ

の
質
問
、
要
望
な
ど
の
取
り

ま
と
め

⑵�
文
書
等
の
配
布
、
回
覧
（
毎

月
10
日
及
び
25
日
）

◦�

広
報
も
り
や
及
び
広
報
も
り

や
お
し
ら
せ
版
（
月
２
回
）

◦�

議
会
だ
よ
り
（
年
４
回
）

◦�

社
協
だ
よ
り
（
年
４
回
）

◦�

そ
の
他
の
文
書

⑶
日
本
赤
十
字
社
社
員
募
集

　（
年
１
回
）

⑷�

そ
の
ほ
か
（
地
区
内
の
調
査

な
ど
）

▼
問
合
先
　
市
役
所
市
民
協
働

推
進
課
　
協
働
推
進
室
　
内
線

１
３
３

　
確
定
申
告
と
住
民
税
（
市
・

県
民
税
）
申
告
の
受
付
期
限
は

３
月
15
日
㈫
で
す
。
ま
だ
申
告

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

確
定
申
告
で
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
申
告
を
す
る
方

は
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と

　�
市・
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦�

所
得
の
無
い
方
で
も
、
金
額

の
記
載
の
あ
る
非
課
税
証
明

書
が
必
要
な
方
は
、
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
の
申
告
が

必
要
で
す
。

▼
問
合
先
　
市
役
所
税
務
課

市
民
税
Ｇ
　
内
線
２
０
５
〜
２

０
７

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

「
区
長
制
度
」

確
定
申
告
、
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

回収協力団体等：Ｈ 22.11 月上旬〜H23.1 月中旬
まつやま保育園 10.2kg ／守谷わかば幼稚園
71kg ／わかばのもり保育園 14.6kg ／土塔中央
保育所 29.2kg ／東風小学校 3.1kg ／黒内小学
校 32.7kg ／御所ケ丘小学校 53.5kg ／松ケ丘小
学校 15.3kg ／松前台小学校 107.2kg ／斉藤康宏
さん 2.5kg／坂町出前サロン 24.1kg ／守谷エコ
キャップクラブ 10.4kg ／守谷ＴＸ駅前イベン
ト実行委員会 2kg／ジーエフ㈱常総支店 13.1kg
／ジョイフルアスレティッククラブ 100.5kg ／
㈲セイムやまゆり工房 20kg／ディアクティブ
ホーム潤 7kg ／パン工房クーロンヌ 14.9kg ／
守谷食堂 24.6kg ／八潮化学㈱ 4.8kg／生活環境
課前及び各公民館等回収ボックス254.2kg

合計 814.9kg（ワクチン 407人分）

ペットボトルのキャップ回収
ご協力ありがとうございました！

今後もご協力をお願いします
＊�プルタブやアルミ製のキャップは、入れな
いでください。

▽ �個人（少量の場合）　市役所生活環境課前、
各公民館、保健センターに設置してある回
収ボックスにキャップを入れる。

▽ �グループなど（多量の場合）　事前に連絡の
上、キャップを不燃ごみ袋などに詰めて（１
袋：約８㎏を目安）、生活環境課へ持参する。

▼問合先　市役所生活環境課　内線 147

　去る１月 19 日に県庁で開催された表彰式にお
いて、各種統計調査にご尽力いただいた次の方々
が表彰されました。おめでとうございます。

岩
い わ た

田恒
こう

さん
（高野）

農林水産
大臣表彰

慶
け い の

野清
き よ お

男さん
（百合ケ丘）

経済産業省
政策局調査統計
部長感謝状

川
か わ せ

瀬正
ま さ こ

子さん
（松前台）

茨城県
知事表彰
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生
率
を
劇
的
に
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　
ヒ
ブ
や
肺
炎
球
菌
は
ど
こ
に

で
も
い
る
菌
で
、
普
段
は
小
さ

い
お
子
さ
ん
の
鼻
の
奥
に
潜
ん

で
い
ま
す
。
幼
若
乳
幼
児
は
ま

だ
免
疫
力
が
弱
い
た
め
で
す
。

一
般
的
に
３
歳
を
過
ぎ
る
と
、

こ
れ
ら
の
菌
に
対
す
る
抗
体
が

で
き
て
く
る
の
で
、
保
菌
者
は

少
な
く
な
り
、
重
症
感
染
症
も

減
っ
て
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

や
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
こ
れ

ら
免
疫
力
の
弱
い
幼
若
乳
幼
児

で
も
、
病
気
が
発
症
す
る
の
を

防
ぐ
の
に
十
分
な
抗
体
を
産
生

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
な
の
で
す

５
〜
10
％
が
死
亡
し
、
25
〜
40

％
に
知
能
障
害
や
聴
力
障
害
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
怖

い
髄
膜
炎
も
、
初
期
は
か
ぜ
と

区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、

診
断
が
大
変
難
し
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、

抗
生
物
質
が
な
か
な
か
効
か
な

い
菌
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
治
療
も
と
て
も
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
髄
膜
炎
の
起
炎
菌
に

つ
い
て
は
、ヒ
ブ
が
60
％
程
度
、

肺
炎
球
菌
が
20
％
程
度
を
占
め

る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
２

つ
の
菌
に
よ
る
感
染
症
が
予
防

で
き
れ
ば
細
菌
性
髄
膜
炎
の
発

育
館
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生
20
人
※
超
過
の
場

合
抽
選
▼
参
加
費
　
１
０
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
等
）
※
教
室

初
日
に
徴
収
▼
準
備
品
　
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料

水
（
用
具
は
主
催
者
で
準
備
）

▼
主
催
　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
門
部
会
▼
申

込
方
法
　
３
月
18
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
む

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
習
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
小
学
生
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
３
月
28
日
㈪
〜
４
月

１
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
会
場
　
御
所
ケ
丘
小
学
校
体

募
　
　
集
 

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ロ
ン

マ
イ
ン
ブ
ル
ク
を

知
り
、
味
わ
お
う
！

　
今
回
は
、
乳
幼
児
が
罹り

か
ん患
す

る
事
が
多
く
、
き
わ
め
て
恐
ろ

し
い
感
染
症
で
あ
る
細
菌
性
髄

膜
炎
の
発
生
率
を
劇
的
に
減
ら

す
こ
と
の
で
き
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
の
主
要
な
細
菌
感

染
症
に
は
、
重
篤
な
順
に
髄
膜

炎
、
菌
血
症
、
肺
炎
、
中
耳
炎

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、ヒ
ブ（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
＝
冬
に

流
行
す
る
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
全
く
関
係
の
な
い

菌
）
と
肺
炎
球
菌
は
こ
れ
ら
４

つ
の
感
染
症
の
い
ず
れ
も
主
要

な
原
因
菌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
髄
膜
炎
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
が
罹
患
す
る
と
約

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

募　　集

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ

内
線
２
７
８

　
昨
年
、
守
谷
市
と
マ
イ
ン
ブ

ル
ク
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
を
迎
え
、
マ
イ
ン
ブ
ル
ク

市
関
係
者
が
来
市
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
青
少
年
海
外

派
遣
団
引
率
者
や
マ
イ
ン
ブ
ル

ク
市
へ
訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る

方
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
ド
イ

ツ
の
食
材
を
用
い
た
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
味
わ
っ
た
り
し
な
が

ら
、
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
の
魅
力
を

語
り
合
う
場
を
設
け
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
に
興
味
が
あ
る
方
や

「
こ
れ
か
ら
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
中
学
・
高
校
生
、

関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
26
日
㈯
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
２
時
▼
会
場

国
際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ロ

グ
ハ
ウ
ス
）
▼
参
加
費
　
一
般

５
０
０
円
／
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
・

高
校
生
以
下
３
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
３
月
18
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

協
働
推
進
室
　
内
線
１
３
２

m
ifa@
fureai.or.jp

（
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
成

人
用
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

乳
幼
児
に
は
効
き
ま
せ
ん
）。

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
欧
米
で
導

入
さ
れ
、
２
０
０
８
年
に
は
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
む
１
１

０
か
国
以
上
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
の
推
奨
で
、
２
０

０
３
年
に
は
94
か
国
で
定
期
接

種
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
効
果
は
劇
的
で
、
今
や
ほ
と

ん
ど
の
先
進
国
で
ヒ
ブ
に
よ
る

重
症
感
染
症
は
な
い
と
い
っ
て

も
い
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
用
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
も
、
２
０
０
７
年
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
世
界
中
で
定
期
接
種
と
す

る
よ
う
に
推
奨
を
出
し
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
任
意
接
種
の
た
め
高
価
で

す
。
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
が
予

防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期

接
種
と
な
り
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
無
料
で
接
種
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
重
篤
な

病
気
に
罹
患
し
た
小
児
を
診
療

し
た
経
験
の
あ
る
小
児
科
医
す

べ
て
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

● 

守
谷
市
で
は
、
５
ワ
ク
チ
ン

（
子
宮
頸け

い

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
・
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
水
痘
）
接
種
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
広
報
も
り
や
平
成

22
年
12
月
10
日
号
に
掲
載

（
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
）
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市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安

心
な
地
元
の
野
菜
や
特
産
品
を

販
売
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友

達
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止

▼
開
催
日
　
３
月
６
日
㈰

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
守
谷
駅
前
西
口
広
場

▼
問
合
先
　

◦�

地
場
産
品
販
売
促
進
事
業
担

当（
石
澤
）　

０
９
０
¦
３

　
１
４
８
¦
５
３
７
０

◦�
市
役
所
経
済
課
　
商
工
・
観

光
Ｇ
　
内
線
２
６
２

や
」
に
て
、
当
日
午
前
６
時
以

降
に
実
施
判
断
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
利
根
川
左
岸
河
川
敷
ク
リ
ー
ン

　
作
戦
　
参
加
者
募
集
中
‼

▼
開
催
日
時
　
３
月
６
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
※
午

前
９
時
集
合
▼
参
加
方
法
　
事

前
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所

生
活
環
境
課
　
内
線
１
４
７

▼
会
場
・
問
合
先
　
市
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
ひ
こ
う
せ
ん

☎
45
¦
９
８
０
１

＊�

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、バ
ス
・

自
転
車
・
徒
歩
等
で
の
来
場

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
実
施
日
が
雨
天
の
場
合
、
市

携
帯
サ
イ
ト
「
モ
バ
イ
ル
も
り

開　　催

　
施
設
利
用
者
の
１
年
間
の
成

果
を
発
表
・
展
示
等
で
紹
介
し

ま
す
。
利
用
者
と
の
交
流
や
模

擬
店
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。※
雨
天
実
施

▼
日
時
　
３
月
19
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分
（
ス
テ
ー

ジ
発
表
は
午
前
10
時
30
分
〜
午

前
11
時
30
分
を
予
定
）
▼
内
容

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
、

利
用
者
と
の
オ
セ
ロ
対
局
、
茶

道
実
演
、
模
擬
店
（
カ
レ
ー
・

焼
き
そ
ば
・
と
ん
汁
・
大
判
焼

き
・
ク
ッ
キ
ー
）
な
ど

市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
こ
う
せ
ん
ま
つ
り
」

利
根
川
左
岸
河
川
敷
ク
リ
ー
ン

作
戦
　
雨
天
時
の
実
施
判
断

地
元
野
菜
や
特
産
品
を
販
売
！

地
場
産
品
販
売
促
進
事
業

▼
日
時
　
３
月
13
日
㈰
午
後
２

時
〜
▼
会
場
　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ヒ
ル
ズ
ア
ジ
ュ
ー
ル
▼
対
象

40
歳
以
下
の
独
身
者
▼
定
員

男
女
各
先
着
20
人
▼
参
加
費

男
性
５
０
０
０
円
、
女
性
３
０

０
０
円
▼
申
込
期
限
　
３
月
５

日
㈯
▼
後
援
　
い
ば
ら
き
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▼
主
催
・
申
込
・
問
合
先
　
県

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
　
県
南

地
域
活
動
協
議
会
　
☎
０
２
９

７
¦
62
¦
６
４
０
９
（
青
山
）、

☎
０
２
９
７
¦
34
¦
１
４
７
０

（
椎
名
）

暮 らしのコーナー

【事例】　「自宅に来訪した業者が貴金属を使っ
たアクセサリーや和服等を買い取る」という
サービスの相談事例
◦�業者の勧誘が強引で怖かったので、買い取っ
てもらったが、買い取り価格が安すぎると思
い解約を申し出たところ、解約不可という書
面を渡しているので解約できないと言われた。
◦�買い取り時に健康保険証の番号を書かされた。
個人情報が悪用されるのではないか不安。

【アドバイス】
１�．不意に来訪した業者から買い取りを勧誘さ
れ、冷静に判断できないまま契約してしまっ
たというケースが目立っています。自宅を訪
問した業者に貴金属等を渡してしまうと、そ
の後返品を求めても取り戻すことは極めて困
難です。契約するかどうか慎重に検討し、買
い取ってもらわないのであれば毅

き ぜ ん

然と断りま
しょう。
２�．一人で業者に対応するのは避け、来訪した
業者に買い取りを依頼する場合は、家族や近
所の方に同席してもらうなど、一人で対応し
ないようにしましょう。契約前に業者の住所
や電話番号、古物商許可証等の内容を確認し、
書き留めておきましょう。こうした要請にき
ちんと対応しない業者とは契約しないよう注
意しましょう。
トラブルにあったら、相談窓口へ！

◦市消費生活センター　☎ 45-2327（直通）
　〔市役所２階経済課内〕　月〜金曜日
　９:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00
　※祝日、年末年始は除く
◦消費者ホットライン　☎ 0570-064-370
　※�土・日曜日、祝日の 10:00〜16:00は国民生
活センターをご案内します

若者就労相談（予約制）若者就労相談（予約制）若者就労相談（予約制）
　就職活動や就職に向けての生活等に悩む若
者、家族、友人のための相談をお受けします。気
軽にご相談ください。※毎月第４土曜日開催

▼相談日時　３月 26 日㈯　13:00 〜 17:00

▼相談場所　中央公民館

▼ �予 約 先　�いばらき若者サポート
　　　　　　ステーション　☎ 029-259-6860

突然自宅を訪れる ｢ 貴金属等の買い取り
   サービス｣ をめぐるトラブルに注意!
−�いったん業者の手に渡ると取り戻せない�−

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー

▲�ひこうせん利用者
作成のイラスト

�http://mobile.
���city.moriya.
���ibaraki.jp/

モバイルもりや
ＱＲコード



環境に優しい大豆インキを使用しています。再生紙を使用しています。

※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30 〜 12：00 ・13：00 〜 17：15）しています
※中央図書館の木曜日の開館時間は 13：00 〜 18：00 です（祝日を除く）

機　関　名 電話番号 FAX 番号

市役所（代表） 45-1111

　　秘書課 45-2240
45-6529　　企画課 45-2309

　　総務課 45-1883
　　財政課 45-1795

45-2590　　税務課 45-1564
　　収納推進課
　　総合窓口課

45-6525
　　国保年金課
　　市民協働推進課 45-2389 45-6526
　　会計課 45-1113
　　経済課 45-2096 45-5703
　　消費生活センター 45-2327 45-1286
　　農業委員会

45-5703
　　学校教育課 45-2195
　　生涯学習課 45-2174
　　指導室 45-2184
　　社会福祉課 45-1691

45-6527
　　介護福祉課

45-1744
　　地域包括支援センター
　　児童福祉課 45-1679
　　生活環境課 45-5339
　　都市計画課 45-1963

45-2804
　　建設課 45-2094
　　議会事務局 45-6528
上下水道事務所 48-1842 48-6087
保健センター 48-6000 48-6319
保健センター（諸証明収納担当） 48-1133 20-6201
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館	（仮予約☎ 48-6732） 48-6731 45-8003
郷州公民館	（仮予約☎ 48-6724） 48-6711 46-0310
高野公民館	（仮予約☎ 45-5419） 45-5411 20-6311
北守谷公民館	（仮予約☎ 48-2606） 47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター（ログハウス） 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3320
テニスコート受付 45-0271
学校給食センター 48-0253 48-5388
市民交流プラザ　　（キ・ターレ） 45-2278 45-4062
南守谷児童センター（ミ・ナーデ） 21-1224 21-1277
家庭児童相談室 45-2314 45-2920
地域子育て支援センター・夢っ子 45-2462 48-8804
土塔中央保育所 48-1876 48-8799
北園保育所 48-4897 48-8794
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2705
障害者福祉センターひこうせん 45-9801 45-9802
こども療育教室 47-0220
いきいきプラザ・げんき館 45-2940

48-5554
社会福祉協議会 45-0088
（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 46-0110
久保ケ丘交番 48-0110
南守谷交番 45-0110
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503
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法律相談 15 日
 9：00 〜 12：00

市役所

８日 9：00 から要予約
☎ 45-1249

－

0120-783018

１週間前までに要予約
☎ 48-6000

☎ 45-2314

☎ 45-0088 

☎ 48-5555

☎ 45-2327
12：00 〜 13：00 は除く
要予約　
☎ 45-1111 内線 172・175

保健センター

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

14 日
13：00 〜 16：00
日・月・水・金曜日
 9：00 〜 16：30

24 日
13：30 〜 15：30

月〜金曜日
 8：30 〜 17：00

14：00 〜 16：00
• ふくし 7 日
• 年金・労務 14 日

金曜日
10：00 〜 15：00
月〜金曜日
 9：00 〜 16：00
火曜日
10：00 〜 17：00

行政相談
教育相談
（ラポールルーム）

こころの
健康相談

家庭児童相談
心配ごと
相　　談
電話相談
消費生活相談
生活機能相談

火〜金曜日
 8：30 〜 17：15

不登校相談
（はばたき）

もりや学びの里内 ☎ 45-2655

26 日（第 4 土曜日）
13：00 〜 17：00若者就労支援相談 要予約 いばらき若者サポステ

☎ 029-259-6860中央公民館

6

※�直通電話がない課は市役所（代表）番号におかけください

１ 火　
２ 水 おはなし会（･ ８･11･12･16･29 日 11：00 〜　中央図書館）
３ 木  空き缶・ビン収集日
４ 金 こころのリハビリ（９：30 〜 11：30　保健センター）
５ 土 春季火災予防パレード（９：20 〜 10：50　市役所ほか）
  第 26 回守谷市美術作家展（〜 13 日　中央公民館）
６ 日 利根川左岸河川敷クリーン作戦（９：30 〜 11：00）
７ 月 粗大ごみ戸別収集申込期間（〜 11 日） 図書館休館日
８ 火 
９ 水 認知症の方の家族の集い（13：30 〜 15：00　市役所）
  中学校卒業式 粗大ごみ戸別収集日
10 木  紙・布類収集日
11 金 家庭児童相談室出張相談（10：00 〜 11：30　南守谷児童センター）
12 土 
13 日 
14 月  図書館休館日
15 火 
16 水 献血（14：00 〜 16：00　アクロスモール守谷店）
17 木  空き缶・ビン収集日
18 金 こころのリハビリ（９：30 〜 11：30　保健センター）
  献血（９：30 〜 15：30　市役所）　小学校卒業式
19 土 障害者福祉センターひこうせんまつり（10：00 〜）
　　　公立保育所修了式
20 日 
21 月 春分の日 各公民館休館日
22 火 粗大ごみ戸別収集申込期間（〜 25 日） 図書館休館日
23 水  粗大ごみ戸別収集日
24 木 家庭児童相談室出張相談（10：00 〜 11：30　南守谷児童センター）
   紙・布類収集日
25 金 おひざでだっこおはなし会（11：00 〜　中央図書館）
26 土 
27 日 
28 月  図書館休館日
29 火 
30 水 
31 木　上下水道使用料１・２月分納期限 図書館休館日

３
月
の
各
種
相
談


